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IAMAS叢 書

IAMASと は岐阜県立国際情報科学芸術アカデ

ミーと情報科学芸術大学院大学というふたつの

教育機関の総称です。「イアマス」と読みます。

テクノロジーとアートを共存させるべく組織された

このIAMASで 叢書が刊行されました。

　叢書とは特定のテーマなどに基づいて書物に

まとめたものをさします。このIAMAS叢 書 に

おける 「特定のテーマ」というのは 「IAMAS

教 員によって書かれたテキスト」を意味します。

IAMASに は多くの教員がいて、それぞれ独自

の研究 ・制作活動を学内外、さらには国内外

で活発に行なっています。これらの教員がふ

だんどのようなことを考え、どのようなことを為し

ているか、そのドキュメントがこのIAMAS叢 書

です。この叢書は執筆者である教員のプロフィー

ルであり名刺であり長めのキャッチコピーであり

備忘録でもあるのです。人となりとか生き様とか

立派な日本語がありますが、そうしたものをめざ

しているとも云えるかもしれません。

　叢書という名称を記したのは、この 「叢(く さ

むら)」 という表現からはただちに 「神経叢

(plexus)」 が連想されるからです。神経叢は

異なった複数の神経がひとつの場所に集められ

そこから機能と場所ごとに再び枝分かれしてい

る場所を表わします。IAMAS叢 書の執筆者は

異なった場所からやってきて、また異なった場

所へと向かってゆく、そうしたダイナミズムの一

過程として纏められていると捉えていただければ

と思います。

　また、この神経という概念も、すでに60年 代

にティモシー ・リアリーという奇人によって著され

た 『神経政治学』という書名からインスパイアさ

れてもいます。この書物は人間の神経組織がこ

の地球に対していかに拮抗しえるかということに

ついて書かれた奇想天外な書物ですが、「神経

(意識)」 と 「量子」との関係が取りざたされて

いる現状を思えば、先駆的な文明書でもありま

した。彼と一緒にオタクな研究をしていたのが

スティーブ ・ジョブスであったこともよく知られて

います。

　一人ひとりの教員を世界を構成する神経にな

ぞらえて、それらの神経たちが世界に、地球に、

宇宙にどのようにさらなる神経系を拡張してゆ

くか、そんな壮大な意図でこの叢書は計画され

ました。

情報科学芸術大学院大学

メディア文化センター長

小林昌廣



ベケットと建築



入 江 経 一・

建築家、IAMAS(情 報科学芸術大学院大学)

教授。

　 1950年 、 東 京都 生まれ。東 京芸術大学

建築科を卒業し、東京芸術大学大学院建築

科を修了。大学院時代に多木浩二と出会い、

MOMAで の都市展(1975)に 向けて1年 半

のリサーチと制作にかかわり、その間に古典主

義建築からモダニズム、構造主義や記号論な

どの幅広い視野を学ぶ。その後、東京工業大

学工学部篠原研究室で、建築家篠原一男に師

事する。1980年 に入江一級建築士事務所を設

立し、建築家としてスタート。80年 代からコン

ピュータに関心を持ち、デジタルテクノロジー時

代の建築の新たな可能を模索する作品を発表

し、90年 代に入ってヨーロッパやアメリカから注

目を集めて国際的な会議や展覧会などでの交

流が始まる。90年 代の作品はメディアと建築の

間を横断するものだったが、2000年 以降の作

品は、情報技術の進化の中であらためて建築メ

ディア独自の可能性を追求するものに変化する。

篠原一男と同様に建築作品は寡作だが、2001

年のCHouse、2002年 のYHouseは 広く海

外でも知られ、その他の建築作品も多くの建築

誌や単行本で取り上げられている。東京造形大

学、東京芸術大学、東海大学、多摩美術大学、

神戸芸術工科大学、芝浦工業大学などで講師

を務め、現在IAMAS(情 報科学芸術大学院

大学)の 教授。



主な作品
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1992

1991

1991

1991

『Khouse』 長野

『INAX　CLシ ステムキ ッチ ン』 『INAX　CL

バ スルーム ・洗面』 グ ッドデザイン賞

『INAX`eモ ダ ン'水 栓 シ リーズデザイ ン』

グ ツドデザイ ン賞

『奥寺邸』個人邸,東 京都

法要寺改装,東 京

『Ohouse』 東京

『Sony　PW-1』 研究所,東 京

『Yhouse』 愛知

『Ta　house』 千葉

『Chouse』 東京

『INAX陶 楽工房』愛知

『那須の住宅』群馬

『西麻布の住宅』東京

『Thouse』 東京

『Whouse』 東京,1996年 度吉岡賞受賞

『東京世界都市博覧会メインゲー ト施設」東京

『石打 ダム資料館』熊本,ア ー キテ クチ ャー

オブザイヤー受賞(日 本建 築学 会),

1994年 度松井源吾賞(構 造設計)

『BEAN　HOUSE』 東京

『CARAVAN』 シ ドニー現代美術館

『モ ノル集合住宅』神奈川,

住 宅建 築賞特 別賞受賞(東 京建 築士会)

『桜上水展示場セ キスイisフ ラッ ト』東京,

グ ッドデザ・イン賞(通 産 省)

展 覧 会 ・その 他

2003　 House　 Of　 Tommrrow,メ ル ボ ル ン

2002　 VRMLヴ ァーチ ャル リア リテ ィ国際 学会,慶 州

2000　 Towards　 Totalscape,　 Netherlands

　　　 Architectural　 Institute,ア ム ス テ ル ダ ム

1999　 AA　 school国 際 コ ンペ 作 品 展,会 場 構 成,

　　　 東 京TN　 prove

1999　 Robotics展 会 場 構 成,　 ICCギ ャ ラ リー,

　　　 東 京

..;

1997

1997

1996

1995

1995

GA展 東京

海市展,ICCギ ャラ リー,東 京

Space　Out国 際会議(ロ ン ドンICA)講 演

Tokyo　Continuum)

ベネチア ・ビエンナーレ展(イ タ リア館)展 示

横浜国際建築デザイ ン会議,

インス タレー シ ョン,横 浜

名古屋国際 インダス トリアル ・デザイン会議

1994　 Architecture　 of　the　year展,東 京

1993　 アル ス ・エ レ ク トロニ カ展,リ ン ツ

1993　 Doors　 of　perception,ア ム ス テ ル ダ ム

1993　 Design　 Renaissance,グ ラス ゴー

1993　 Architecture　 and　colour展,　 ロ ン ドン

1993　 A.A　 scholl　Japan　 studio,　 ロ ン ドン

1992World　 Design　 Conference　 92',サ ンフランシスコ

1992Removable　 Reality展,藤 幡 正 樹 と協 働,

　 　　 青 山 スパ イ ラル ホ ー ル,東 京

1991Show　 Of　 The　 Year受 賞

1991　 T-Zone展,　 ロ ン ドン

1990　 建 築の ラス トシー ン展,東 光現 代美術 館,東 京

19902001年 の 住 宅 展,Tokyoド ー ム,東 京

1990　 TechnoCulture　 91　in　Scotland展 示,

　 　　 イ ンバ ネ ス

1990　 Pr(eject　ATI,,へS展,　 Store　Front,ニ ュー ヨー ク



ベケッ トとはだれか

詳細な作品分析や解釈をする

のではないと、 まず断ってお

かなければならない。

それはべケット自身が絶えず用心深く、排除し

ていた。彼は登場人物がどう解釈されるかよ

りも、その役者がどこに立つのか、座るのか

しか関心がない。もしも研究や批評が目的で

あれば、分析や解釈なしでは立ち行かない。

しかしそれとは違って、ベケットを楽しもうとい

うこのもくろみは、研究でも批評でもないと言

うわけだ。そんなものが役に立つのか?と 言

われたら、役に立たずに大いに結構、という

わけである。何よりベケットは問題にたいして

解決で蓋をするようなあらゆる既成の観念、

芸術を、バルザック風 と称 して嘲笑していた

ではないか。彼は文字通りジェイムス ・ジョイ

スのもとからスタートしたが、そのころダダは

すでに息絶えていた。

　私がベケットに関心を抱いた理由の一つは

こうである。

　デジタルテクノロジーが仮想現実なる現実の

仮想性という可能性を提示する直前にあって、

現実とはひどく弓1き裂かれた状態にあった。

ありとあらゆる継ぎ目から浸水して沈没する船

のような状態だった。そうであったかもしれな

1

い世界と、目の前の世界の乖離を前にして、

さまざまな表現者が取り組んでいた。ところが

仮想現実という言葉が現われるや、そうした

問題に蓋をして、一気に別の興味へと我々を

動かして行った。いわばHappy　 Daysで ある。

沈没する船はだれの関心も集めることなく沈ん

でしまった。だが今、放っておいたその問題

になぜか引き寄せられる。

　またもう一つの理由はこうだ。彼の方法を

見ると、まったく違う領域でありながら建築家

の篠原一男の建築を彷彿とさせる。一つのテー

マを追い続けながら、過去の自分の作品を繰

り返そうとはせず、たえずその先への新たな

展開を試みること。その創作の原理は、一つ

の作品はかならず次の作品を孕む、というも

のだ。たとえある作品がうまくいったとしても、

それを繰り返すことを禁じるのだからこれほど

つらい方法はない。作家には二通りあり、うま

くいった方法をひたすら横へと展開し、バリ

エーションといえるものを増産するタイプ、

もう一つは過去を繰り返さず新しい変化を求

め続けるタイプ。篠原はまさに後者の建築家

であった。私は彼のもとでスタートしたので、

ベケットの創作論に身近なものを感じたので

ある。だが私は文学者ではないから、言葉

が生みだす この壮大な意味や無意味の連



環にも、圧倒される様な台詞まわ しや振 り

付けにも、要するにベケットをベケットたらし

めている一切の事柄に疎 い。それでもなお、

このきわめて苛立たしく、付き合いたくない人

物の概念粉砕には、なんとも言いがたい魅力

と真理を感じる。そしてその作動に関心を持ち、

その作動を生み出している構造や仕掛けから、

建築的な構想をしたくなる。

ないないづくしの物語

では何を始めたいのか

私が関心を持ったのは、ベケットの世界の

持っている不条理な豊穣を解き明かすことで

はない。その世界が有するいろいろなねじれ

を取り出して、建築に置き換えてみようと思っ

たのだ。物事が生起する際にはある条件が

あり、その中で物事が物理的な存在になる。

建築は機能や必要性、物理的な条件を相手

にして構築する。しかしここではそれとは全く

違って、ベケットの創作の持つ空間性から始

めてみたいと考えたのだ。だがそれを始める

まえに、いま少し遠回りしよう。

私が前にしているのはこんな作 家である。

物語そのものを否定して、しゃべり続けること

と沈黙との間にある、閉じることのない円環

の中で、 どうしたらこの世界にけりをつける

かを問いながら、しかしそれに応えることな

く、虚無の荒地でも不条理のあらしでもなく、

悲劇でも喜劇でもなく、論理的整合性を求め

たり解釈を試みる者を断罪し、「ゴドーとは何

者か」という問いに対しては 「それを知って

いれば書いている」とはぐらかし、要するに

あらゆる期待をはぐらか した挙句に、ただ、

どこに立ちどうしゃべるかだけを求めた作家。



ベケ ットの面 白 さ

山高 帽 をかぶ った2人 の乞

食が、何時までたっても来ない

友人を無為に待つ 「ゴドーを待

ちながら」。何も起こらない不条

理な芝居とよく言われているが、

この2人 は無為な時間を野卑で

ばかげた振る舞いと言葉で埋め

尽くしてくれるし、せりふには可

笑 しさと愚かさに深い洞察がい

り混じって(当 然だが)、 さらに

沈黙がそれらに加わって十分に出来事を堪能

できる仕組みである。当てのない展開、待っ

ていても来ないゴドーに苛々しながらも楽しめ

るのだ。よく言われる表現に「無が3回 起きる」

というのがあるけれども、どこが3回 目の無

なのか勘定することが出来ない。それはと

もかく、2人 のチャップリンが弓1っ張りに弓1っ

張った挙句に、ゴドーはやはり来ないわけだ。

しかし、芝居の途中で乱入する2人 組み(ポ ッ

ツオとラッキー)ほ ど奇妙な存在はない。

,`

彼らはこの芝居 に強烈な傷 を

残す。鼻持ちならない商人が、

下僕の両手に大きな重 いトラン

クを持たせて首にロープをか

けて、犬のように引き連れて歩く

という異常な設定も訳がわから

ないし、正常な神経が逆なでさ

れることばかりをしでかすのだ。

散々ごたくを並べてえばりくさ

る商人に圧倒された2人 組 は、

一切 しゃべらない下僕が気になってしかた

ない。そこでちょっとちょっかいをだす。とこ

ろが下僕はトランクを置くやいなや、機関銃

のように似非哲学のたわ言をわめきちらす。

芝居を取り返 しようもないめちゃくちゃな混

乱におとしいれる、この2人 の登場だけでも、

ゴ ドーが来ようが来なかろうが、どうでも良

いくらいの充実 した無意味を味わうことが

出来る。 しかし一体彼 らはなぜ登場するの

かが分からない。



木

舞台で唯一の大道具、

1本 の枯木が荒野へ と

続く道の向こうに立っ

ている。 この木は気に

なる。それは演出によっ

ては生と知恵、あるいは

死を思わせるように舞

台で引き立つわけだが、

ないないづくしであらゆ

るものを極 限までそぎ

落とすべケットからみれば、どうも文学的す

ぎる。1961年 のパリ公演のためにベケットは

彫刻家アルベル ト・ジャコメッティに木のデ

ザインを依頼 した。ベケットの深い雛を刻ん

だ骨ばった風貌と、ジャコメッティの作る彫刻

のそぎ落とされた人体彫刻のフォルムには通

じるものがある。この2人 の組み合わせから

どんな木が生まれたのか大変興味深かった。

実際に制作された木を見るとそうした期待を

ある意味で裏切るかのような、そっけないも

のだった。たしかにジャコメッティらしくガリ

ガリにやせ細った幹がまっすぐに2.5mほ ど

立ち上がり、そのてっぺんからまるで花火の

ように4、5本 の枝が分かれて垂れ下がって、

まるで言いわけのような葉が1枚 だけ枝につ

いている。

　 生気のない作 り物っぽ

　 い木だ。生命感よりも

　 存在感を強く感じさせる

　 彼の人体 にくらべても

　 存在感は感 じられまい。

　 この木の制作中、ベケッ

　　トがジャコメッティのア

　　トリエを訪 ねたときの

　　　　　　　　 写真が面 白い。手前に

　　　　　　　　 ジャコメッティの横顔が

あり、もじゃもじゃの毛髪の下に肉をそいで

薄いレリーフにしたような顔が、放心したよう

に前を見ている。何の愛嬌もなく、何を考え

ているのか全くわからない表情だ。そしてま

るでその頭から生えたように、制作された白

い木がその向こうに立っている。その右側に

は、木の幹の一点を凝視する、厳しい表情

のべケットがいる。両者の視線はかみ合わな

いばかりか、2人 とも生きた人間というよりは

ア トリエにしまい込まれた二体の彫刻のよう

に隔たっている。この白い木が真黒な背景の

中に立っている舞台の写真がある。その前で

生身の役者が芝居をしている光景を見ると、

木は場違いな作り物にしか見えない。ところ

がアトリエでは、木はその左に立つ細長い彫

刻と驚くべき親和性を見せている。



何もない白

リチャー ド・アヴエドン

が大戦後間もないシチリ

アのノトで撮影した写真

の中に、1人 の少年が何

か異様に張り切って映っ

ている、とてもいい写真

がある。まっしろい光の

背景の中に四角く刈 り込

まれた木が溶 け込むよ

うに写っている。ぼんやりとした輪郭のその

四角い木と白いバックを背にした子供を見て

いると、ゴドーに登場して、「今日はゴドーさ

んは来ません。」と報告する少年のシーンに

重なってくる。このノトの写真の何もない白

い背景は、やがてアヴェドンがたくさんの肖

像写真を撮影するときに必ず用いた、何もな

い白い背景の原風景のようだ。人々の肖像か

らかつてのようなアウラが消失した時代を見

つめる写真家にとって、空虚さの中に漂流す

る生身の人閤をさまざまな社会階層の中から

見出し、フィルムに取り出すための舞台装置

としての白だった。

乙の白い背景装置と同様

に、ベケットは極限にまで

t構 の文学的な仮面を書

きつくしたあげくに、それ

らにけりをつけて、「芸術

の向かうところは発展で

はなく収縮である。」と言っ

た。少ないほど多いとい

う倹約の法則は、まるで

建築家ミース ・ファン・デル ・ローエの 「Less

ls　More」 と重なるようだが、ベケットの場合もっ

と深刻だ。ミースの建築にあっては、このテー

ゼは近代建築が目指した純化であり、新しい

時代つまりは近代を描きなおす大きな原理の

提案だったが、ベケットはもっと時代が下がり、

不確実性や虚構の中に世界全体が飲み込まれ

てゆく中で、物語の究極の原点への帰還を語っ

ている。やがて収縮された彼の芸術は舞台で

の身体すら排除して大きな甕に閉じ込め首だ

け出させ、あるいは土のマウンドに体を埋め

込み身動きを封じ、さらには闇の中でしゃべり

続ける声だけとなってしまうのだから。

Not 1



肖像写真

ベケットの写真は

結構たくさんある。

まるで 写 真 館 で

撮ったような、しか

めつらしいポーズ

をとった 肖像写真

もあれば、生気にあふれ舞台の振付け中の

さなかという写真もある。階段 に腰を下ろし

て撮られることを自覚しつつ、何気ないそぶ

りをした写真もあれば、撮られることに気づ

かない煙草を口至えたポートレートもある。いろ

いろな写真を見ていると、ベケットは写真を撮

られることが好きかどうかはともかく、上手な

被写体だった。どれも絵になっている。自分

がいかにベケットを演じるべきかを、よく知っ

ていたのだ。

　ところが、アヴェドンが彼の写真を撮りに

行ったときは、前もって了解をとっていたに

もかかわ らずまったく不機嫌だったようだ。

いつものように用意 した白い布を家の壁の

前に垂らして待っているアヴェドンの前に、

ぐたっとしたジャケットを羽織った彼 が現

れる。アヴェドンはいつもそうするように、

被写体にむかって何らかのアクションを要求

した。ところがベケットは一向に動こうとはし

ない。両手はポケットにつ込んだまま、苦虫

をかみつぶした表情で立ったままである。そう

してこう言った。「私にはこうしていることがと

ても苦痛なのだ。」　写真家はこの気まずい

事態 に、今 日はうまくいかないと考えて数

枚の写真を撮るだけで早々に弓1き揚げた。

　アヴェドンの撮ったべケットのこの写真は、

彼の多くの肖像写真の中でも出色のものだっ

た。ベケットはまさに彼そのものを演じている。

　"いや。最も少ない。最も少ないが最も良く

もっと悪い。けっして零にならない最少。けっ

して零へ至らない。けっして零によって無化さ

れない。無化されえない最少。それを最も良

く最も悪いと言う。最も少なくなる言葉で最も

少ないが最も良くもっと悪いと言う。もっとより

悪い最悪がないので。もっと少なくなりえない

最少が最も良くもっと悪い"

　 (い ざ最悪の方へ)



ComeAnd　 Go

世 界を覆う汚物の真ん中に小さな王国をでっ

ちあげながらそこへすわ り排泄をするような

もの、とべケットは見えすいた創造を批半1」して

いた。だが20世 紀のあいだにたっぷりと蓄え

られた無の遺産をすっかり食いつぶしながら、

われわれは不条理なものさえもが終わった時

代にいる。空虚とともにおり、空虚であっても

いけない。そこで、リアルな空の箱をそのまま

建築にできるだろうか、と考える。だが建築は

彫刻ではないので、使用のためのあれこれの

からくりを作ったあげくに、ぶざまに箱を台無

しにするか、箱だけで建築になりそこなうか、

賭けをするしかない。

　Come　 And　Goは べケット好みの順列組合

せでできた芝居である。3人 の老女がベンチ

にすわり昔を懐かしむ。そのうち1人 が席を

はずす間に、残る2人 は彼女の秘密の噂話を

する。これが順番に繰り返されて、最後は3人

そろって座り、手を繋いで幕。

10

Project:Come&Go

た くさんの 通 路 が 敷 地 に 散在 し、 どれ もが どこ

にも通 じて いな い 。 そ の 中 に三 つ の箱 が あ る。

大 きさは2種 で 、 大 きな 箱 はFLOと 呼 ば れ、

4m角 、他 の 二つ の小 さな箱 は2.5m角 で あ る。

そ れ ぞ れVl、　RUと 呼 ば れ るが、 どち らが どれ

か は決 まって い な い。FLOは10　 2m、　Vl、　RU

は6.25zmの 部 屋 で あ る。　F　L　Oか らVlあ るい

はRUと は橋 で繋 が って いる。 しか しも う一 つ

のVlあ る い はRUに は 通 路 が な い 。 ま た

FLOだ け は 敷 地 外 か ら の 通 路 が 連 結 して

い る。 だ か ら敷 地 の外 か らFLOに 行 くこ とが

で きる し、 そ こか ら橋 をわ た ってVIあ る い は

RUへ 行 くこ ともで きるが 、 通 路 の な いVlあ る

い はRUに は行 けな い。 孤 立 して いるVIあ る

い はRUは 、ゲ ス トル ーム とされ て いるが 、きっ

とそうはな らな い。 ここだ けは水 道 がな いの で

あ る。 プ レーヤ ー は私 とゲ ス トの2人 で あ る。

も し私 がFLOか ら橋 を渡 ってVlあ る い はRU

へ 行 った とす れ ば 、 そ の 隙 に ゲ ス トは きっと

FLOを 占 領 して しま う。 私 は や む な く、 寸 断

され た 通 路 をつ た ってRUあ るい はVlへ と行

くしか な くな る。 三 つ の うち 二 つ の箱 を 占有 す

る ことは、 主 人 といえ ど もこのよ うに不 可 能 な

の だ 。そ う、私 は ここの主 人 だ った はず な の だ。

しか しコル ビジェが カ ップ マ ル タン に 自 らの墓

を 並 置 した よ うに、 あ る い は 篠 原 一 男 自 身 の

別 荘 が 彼 の 墓 標 に しか 見 え な い ように、 あ る

い はそ れ とは違 って、 私 は ここに居 続 けること

はで きず 、 退 出 す ることしかで きな い。 その た

め の 通 路 が 外 に む かって伸 びて い る。



Project:Come&Go

ll



Company

闇の中に横たわる人物。聞き手である。その

人物に 「おまえ」の物語を語る語り手、追憶

の声がある。さらにその全体を想像する人物、

創造者であるところの理性

の声。創造者は追憶の声を

「彼」と呼ぶ。 そして創造

者も想像の産物と明記され

ている。

　闇の中には何もない。想

像しかない。すべては想像

だと暴露されながら、それ

らは奇妙にねじれて繋がっ

ているが、記憶 の断片の

ようなそれ らが 「お まえ」

の全体 を描 きだす ことは

ない。語り手は聞き手のこ

とを 「おまえ」と呼び、「H」

と読んですぐに否定する。

また聞き手を 「M」 と呼び

ム
1'Hサ'、 　 一!JH〆 」　 冑 　 　■"凹 」　 一

呼ぶがまたすぐに否定する。「おまえ」は 「わ

たし」でもありえたし 「彼」でも 「M」でもあ

りえた。そんなわけでこの小説は常に工事中

で完成することがない。

　この、 すべ てが 暗闇 の 中で行 わ れ る

芝居に、どんな演出を試みるのだろう。ベケッ

トは1983年 ニューヨーク上演に際して、そん

な質問を演出家のフレデ リック・ニューマン

にしている。「この作品をいったいどう料理す

るのですか。最初から最後まで闇の中で進行

するというのに。」ニューマンはこれに対して

こう答えている。「芝居とはそういうものです。

つまり闇の中で起こるもの。」

i? 、

巻貝のイメージカ　、　　　　一　　_

的 に展開する寸法モジュール)が 生まれて

いる。ところがムンダネウムは恐ろしく古典

的なピラミッドだ。博物館、大学、図書館や

国際機関のオフィスと螺旋構造で繋がって、

無限に広 がる。世界の英知を一カ所 に集

約、整理分類する拠点としてのムンダネウム。

この理想主義的なプロジェクトは、17世 紀

の合理主義たち(プ レーやルドゥ)の 誇大妄

想的な建築の夢想にも繋がっている。そんな

意味ではべケットの螺旋の対極にありながら、

しかしこれも想像でしかない螺旋。

螺旋形を完全な形で実現し

ようとした、コルビジェのム

ンダネウム(1929年)と い

う幻の都市構想がある。そ

の中心には巨大な螺旋状の

美術館が計画されていた。

この構想はやがて、インド

のアーメダバードやチャン

ディガールの美術館に実現

し、日本の国立西洋美術館

(1955～59年)に も繋がる。

　 螺旋 は言うまでもなくコ

ルビジェの好んだモチーフ

だ。単に有機的な美しいフォ

ルムというだけでなく、フィ

ボナッチ数列的に成長する

、1、　 〒 ご'一 一1　 且1　〆」≠ALレ



Project:Company

暗闇の中に螺旋形にねじれたような黒い空間

がある。どこから始まり、どこで終わるのか

は明確ではない。螺旋的な関係をもった空間

が生まれ、それが次の空間へと繋がり、また

次へと繋がるように見えるだけかもしれない。

すべては闇の中でしかも空間は黒い素材で作

られているために見えない。また空間は完全

に閉じられてお り内部を想像することができ

ない。

つ
」



Point　 Perry

Project　Companyを もとに した 計 画 。

1852年11月24日 、マ シ ュー ・カル ブ レー ス ・

ペ リーを乗 せ た巡 洋艦 ミシ シッピ号 を旗 艦 とす

る東 イン ド艦 隊 が上 陸 した 地 点 が 敷地 。

目 M 、 1





Happy　 Days

太 陽の照りつける荒れ果てた野原に、中年女

ウィニーが腰まで土のマウンドに埋まり、かし

ましいおしゃべりを続ける。この奇妙な状況で

も彼女は、マウンドのどこかにいる夫ウィリー

に話しかけながら、まるで日常生活であるかの

ように振る舞う。ハンドバッグからはパラソル

だの化粧道具、おまけにピストルまでもが出て

くる。彼女の夫は彼女のとめどないおしゃべり

が続く中で、マウンドの向こうから姿を見せた

り消したりするだけで、存在感は薄い。

後半になると、彼女は首まで土に埋まった見

動きもできない姿で現れる。身体 は封じ込め

られ、もはや ≡葉だけがこの芝居を進めて

ゆく。終末への不安を言葉で打ち消しながら、

死に向かって進む言葉。この最悪の状態の中

で芝居の最後に、「幸せな日々」とウィニーに

言わせたべケット。このころべケットには、身

体を封じ込めてものすごいスピードでせりふを

しゃべる、という作品がいくつか続く。悲惨と

終末に向けて、さらに最悪の極限へと物語が

加速してゆく。

1(レ



Project:Happy　 Days

マ ウ ン ドに 埋 ま っ た ウ ィ

ニー は 生 きて い る限 り(立 っ

て い る限 り)そ の 拘 束 か ら

逃 れ られ ず 、 あ りきた りな

日常 を よそ お い、 死 へ の

不 安 を紛 らわ す お しゃべ り

が 続 く。 日常 と は そう い う

もの だ。

　ウィニー(円 形の空間)に は空に向いた窓

があって、出入り口がない。ウィニーが解放

されるのは身を横たえなければならなくなっ

た時であり、唯一の出口はマウンドの下に開

いたスリットである。

　ウィリー(地 下)は マウンドの周 りにい

て動 き回れるのだが、彼は動こうとはせず、

四角い穴ぐらに潜りこむ。ウィニーとウィリー

の空間は階段で結ばれているが、幅が細く

なっているために通り抜けることはできない。

どちらの空間も墓のように見える。

17



Breath

それを受け止める 「時代」が、いますでに失

われてしまっているためでもあるが、物語を破

壊しようとするベケットの劇は最後まで見続け

るに耐えられない。観客はおよそ 「演劇的」

と言える要素は何一つない舞台と時間を共有

しなければならない。素朴な疑問として、いっ

たいベケット劇 は 「劇」である必然性を持つ

のか。そんな疑問に自ら応えるかのように、ベ

ケットは劇であることを破壊 してしまう。首だ

けの、足だけの、口だけの、目だけの、それ

どころか、息だけの演劇。

　 1969年 初 演のbreathは 上演時間25秒 ほ

どの短い作品だ。ガラクタの散乱する舞台に

赤ん坊の誕生の叫び声、息の音が聞こえる

だけ。批評家たちがBreathに ついてこんなこと

を述べている。

　「話される言葉を無意味にすることによって、

独立した存在である 『話し手』のほうの存在

感を縦軸で持続させる、『聴き手』のほうの存

在感も縦軸に持続させる、これが一つの方法

です。これをこの 『息』という芝居で、ベケッ

トが確かめているわけです。」

　「作品世界を構成する言語の意味体系が失わ

れることで人物の存在、すなわち実存が浮かび

上がってくる。」

　ところが、これらの文章からは書かれた意

味以上の何ものも、伝わってこない。リアルな

ものが発見できない。

is

　おそらく私はここで、ベケットが破壊してみ

せた世界の断片から、もう一度物語を再生し

てみようと試みているのだ。何らかの目的で

作られて機能していたものがひとたび放り出さ

れると、ゴミという名の存在になる。それを単

に無意味、意味体系の不在と呼ぶことで実存

など浮かび上がってたまるものか、と思うのだ。

「息と息の間に一生がある。」と言ったブッダ

のほうがはるかにベケットに通じている。

「　　=　 　　H

1ー

　 11・ 　 II

I'II　 　　 　 IlI

11　 1r

rI　 　 lド1

;r

L

一r=

1111

Il

　 i

1ー

II　 II

ill

ll

h、

ll

lI

n1

　 11

11　 ,1

1,-iii



Project:Breath



Play

大きな甕(棺)か ら首を出した三人の人物が

めまぐるしく、ほとんど聞き取れないほどの速

さでしゃべるだけである。彼らは死んでいるら

しいのだが、生前の欺隔に満ちた人生、愛

憎関係について、ひたすら恨みや愚痴をあれ

これとまくし立てる。スポットライトが審判官

もどきの人物にあたるとその人物が発言する。

対話ではなく、独白である。舞台があたえる

効果は強烈である。堂々巡りを繰り返し、その

果てにもう一度最初に戻って無限に反復が繰

り返されるのだ。Play=再 生

20
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Ohio　 Impromptu

即 興劇と題されながら、まったく即興性を排

除した劇。物語を読む者と聞く者の2人 が登

場し、L(リ スナー聞き手)/R(リ ーダー読

み手)の 外貌はこの上なく似ている。そして

矩形のテーブルの

上手の角隅を挟ん

で 「L」が正面向き

左 に、「R」が横 向

き右 に、終始2人

とも顔を伏せたまま

座っている。Rが 末

尾近い本の頁を左

手でめくり、「語る

べきことはもうほと

んど残っていない」

と読 み 始 め るや

否 や、Lの 左 手 の ノックによって 制 止(ロ ック)

され、 遡 って 同 じ箇 所 を再 読 しな くて は な ら

な い。 ノックと読 み の 繰 り返 しに 挿 入 され る

「間 」 の 散 見 か ら、 ノックが な けれ ば 物 語 を

読 み 続 けて い い ら しい。 「語 るべ きことはもう

何 も残 って い な い」 とこの劇 は 終 わ る。

ソ リ

『オ ハイオ 即興 劇 』 が 書 か れ た1981年 にジェ

イムズ ・ノウル ソン(ベ ケ ッ ト伝 の著 者)が ベ

ケ ットか らこんな 話 を聞 いて い る。

わ た した ち は、 初 め は ジ ョイス との 関 連 に

つ いて 話 した。 帽 子 と 「白鳥 の 島 」 につ いて

聞 くと、 「も ちろ ん ジ ョイス との こ とが 念 頭 に

あ った」 とべケ ッ トは語 った。 そこで わ た しは、

読 み 手 によって よび 起 こされ る 「い としい顔 」

もジ ョイスの 顔 で はな い か と言 わ れ て い ること

を 話 し、 「あ れ は 女 性 じゃな い の か?」 と水 を

向 け た。す ると「あ れ は シュザ ンヌな んだ 。シュ

ザ ンヌ の 死 を 何 度 も想 像 した よ。 彼 女 の墓 ま

で とぼ とぼ 歩 い て いく自分 の 姿 もね。」



Project:Ohio　 Impromptu
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QUAD

全身をすっぽりマントで覆った演技者が1人

現れ、床 に置かれた正方形上を、呆気にとら

れるような早足で歩く。また1人 、また1人 と

加わって、しまいには4人 が各々、1辺 を左回

りに6歩 で移動し、対角線上を移動し、正方

形の中をくるくると歩き回る。中央には丸い点

があって、そこでは左回りに演技者同士の衝

突を避ける。クワッドはテレビ放送のために作

られた。コスチュームは白、青、赤、黄の4色 。

(白だけのバージョンもある。)

　ベケットは厳密な図形の上を歩く厳密なア

ルゴリズムを決めた。4人 は正確なスピード

で歩かなければならない。ちょっとでも狂えば

すべてがだめになる。こんなことを参照した人

がいる。ユングの 『心理学と錬金術』という

本にはこの動きとそっくりな夢の話があり、ユ

ングは錬金術の概念を使ってこの動きを解き

明かしていると。また、クワッドの動きが世界

のいろいろな文化に存在する象徴的な図形に

似ていると指摘する人もいる。けれども、本

質はそんなところにはない。私が一番心ひか

れたのは、多木浩二のこんな文章だった。

　「この厳密さとスピードの凄さを考えてみた

まえ。スピードと規則が鍵である。それは空聞

を貧る。…　 クワッドは人間に、自らの動きに

よって身体 を超えるか、身体が人閤を超え

るか、どちらかであることを強制している。あ

るいは時間が空間を貧るというべきか。」

　そしてこのような印象を加えている。

　「この厳密な規則の終わりのない反復を見

ていると、何か世界に恐ろしい破壊が生じてく

るような印象が生まれる。…　　 奇妙なことに

次第に世界に亀裂が入り、世界が壊れていく

ような気がしてくるのだ。」

21

　 ベ ケ ットは何 一 つ壊 す ことな しに、 た だ 限界

を超 え るような 強 度 を示 す ことに よって 、 我 々

を カタス トローフへ と弓1き込 んで いくの だ。
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グ ア リー ノ グ ア リー 二 は 後 期 バ ロック、 マ ニ

エ リス ムの 時 代 に、 トリノを 中 心 に 活 躍 した建

築 家 。 な かで もサ ン ・ロレンツォ教 会 に あるキ

リス トの 聖 骸 布 で 有 名 な 聖 骸 布 聖 堂capella

della　Sacra　 Sindoneは 傑 作 だ。

　 教 会 の ドー ム と言 え ばル ネッサ ンス の 荘厳 さ

や 華 麗 さを思 い 浮 か べ るが、グ ア リー二 はア ー

チ を フィボ ナ ッチ 数 列 的 に重 層 的 に積 み 上 げ

て幾 何 学 の極 の ような 造 形 の レ トリックを生 み

出 した 。 この ドー ム に は 、 見 あ げ る とそ こに

悪魔 の 笑 い顔 が見 えるとい う言 いイ云え が あ る。

幾何 学 の 果 て にカタス トロー フが現 れて くる。

何 一 つ 壊 す ことな く、 幾 何 学 か らカ タス トロー

フへ と到 達 して しまったグ ア リー 二 に、 この プ

ロジ ェク トを捧 げ る。
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Not

つ いに身体 を消 して、 ただ声 だけで成 り

立っ芝居。

　ものすごいス ピー ドで切れ ぎれの単調

なお喋り。 かろうじて筋があるような、 しか

しだからどうだというのだ、 と言わん ばか

り。舞台の上で口にだけ照明が当てられて、

理性 も人 間性 も個人 も身体 からも離脱 し

た口が止まらないお喋 りをす る。 ほとばし

る声 か らは、「Happy　Days」 の ような過

酷 ではあるが否定で きな い真 実すらも消

えて、ただ無意識だけが襲ってくる。

Project:Not

2()



物 質として構 築 された建 築 は

完全に閉じられている。

だがそこから想像力のエネルギーが、時には

暴力的なまでに放たれる。意味作用とは何と

不思議な燃料から生じるのだろう。思考とい

うフユーエル。建築はそのためのシャドウで

ある。だが、この数十年の間に、実体と実体

をもたぬリアリティとのそんな関係は、電子的

テクノロジーによって、より明瞭な方法で建築

を媒介せずに実現された。そんなテクノロジー

に対して、建築はどの様に折 り合いをつけな

がら存続するのかが問われながら、21世 紀に

入ってしまった。それでもなお、建築のロマン

主義は多くの場合、テクノロジーをいかにして

建築の実体化に援用するかという問題にかか

りきりで、あいかわらずテクノロジーの時代の

精神を表徴する様な建築表現を求めようとす

る。それはまさに、アンシャン ・レジームの再

生であるのに。

テクノロジーとは、たえず新しい

組み合わせを探し、そこから新し
い思考を造形する言葉である。

テクノロジーとは自らのシャドウを造形するために

あるのではない。少なくともそこにリアルは生まれ

てこない。テクノロジーに対する表現者は、人類

が古代から現代までの間に培って来た世界のリ

アリティをぶつけ、新たな思考を探すべきなのだ。

それが建築のみならず、芸術の果たすべき唯一

の役割である。たとえ、莫大なカタストロフィの果

てであっても。

　ベケットが面白いのは、その作品がそうした営

みの実践だからであり、人間と世界のリアリティ

にかかわり続けるからである。それは、とほうもな

く古い言葉の上に無数に書き加えられた言葉で

あり。読むことすらできなくなった言葉である。しか

したとえ読めないからといって、その芸術は損な

われることはない。写真という複製技術の登場

によって、世界の変貌をベンヤミンが予言したの

は100年 も前のことだ。その予言が今なお新鮮

で魅力を持つのは、彼が新しいテクノロジーにつ

いてではなく、一つの世界の崩壊と新しい世界の

リアリティについて語っているからである。それと

同様に、ベケットが示す世界の崩壊は、新しいテ

クノロジーによって追いつめられているこの世界、

テクノロジー自身が作り出したこの世界について

考え、そこで人は何をすべきかを考えるための出

発点として、いかにもふさわしいと思うのだ。
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